
令和２年度丹後圏域地域リハビリテーション支援センター第 2回事例検討会 

 
「リハビリテーション専門職の連携」 

 

実 施 要 項 

 

１ 目 的   丹後圏域地域リハビリテーション支援センターでは、一人ひとりの状態に応じたリハビリテー

ションサービスが提供できる体制を目指し、地域の医療・介護・行政等の地域リハビリテーショ

ン関係者に学ぶ機会を設けている。 

        実践報告とグループワークを通じて地域のリハビリテーションの状況を理解し、課題解決に向

けて検討することにより、関係者の連携体制の推進と関係職員の資質向上を図る。 

 

２ 今回の  ①他病期のリハビリテーション専門職の役割について知る 

ねらい  ②関係者間の連携体制を推進する 

 

３ 主 催  丹後圏域地域リハビリテーション支援センター 

（公益財団法人 丹後中央病院内 電話 0772-62-8301） 

 

４ 日 時  令和 2年 12月 2 日（水） 午後 4時 30分～6時 30分 （受付：午後 4時 00分～） 

 

５ 場 所  各所属先（Web開催のため） 

 

６ 内 容  １）シンポジウム 

         司会：京都府北部リハビリテーション支援センター 山元顕太氏 

            丹後圏域地域リハビリテーション支援センター 坂根勇輝氏 

 

         「急性期病院における連携（仮）」 

           京都府立医科大学附属北部医療センター 理学療法士 石飛千尋氏 

            

「回復期リハビリテーション病棟における連携（仮）」 

           公益財団法人 丹後中央病院 理学療法士 三宅毅志氏 

 

         「地域包括ケア病棟における連携（仮）」 

           京丹後市立弥栄病院 理学療法士 梅田匡純氏 

 

「介護老人保健施設における連携（仮）」 

           介護老人保健施設 リハヴィラなぎさ苑 作業療法士 小川雄氏 

 

「介護支援専門員からみたリハビリテーション連携（仮）」 

           京丹後市やさか老人保健施設 ふくじゅ 介護支援専門員 城下直子氏 

        

７ 対象者  丹後圏域の地域リハビリテーション関係者 

 

８ 申込み  右記 URLにてお申込み下さい。 

  方 法  締め切り 令和 2年 11月 24日（火）必着 

       ※職場から一つの PC等を使用して複数で参加される場合も、参加者全員の申し込みをよろしくお願いします。 


